
平成２４年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【１ 結果の概要 】 学校政策課

◆ 調査の目的

（１）国が、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や
学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

（２）そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。
（３）学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

◆ 調査の概要

１ 調査実施日 平成２４年４月１７日（火）
２ 対 象 学 年 小学校第６学年、特別支援学校小学部第６学年

中学校第３学年、中等教育学校第３学年、特別支援学校中学部第３学年
３ 調 査 対 象 県内の抽出調査の対象となった公立小・中学校、特別支援学校

小学校：１０５校（４，７３７人） 中学校：８８校（６，４４５人）
４ 抽 出 率 【宮崎県】 小学校：４３．４％ 中学校：６２．４％

【全 国】 小学校：２４．８％ 中学校：４３．２％
※ 国立・私立学校も参加しているが、示しているのは、県内の公立小・中学校特別支援学校の結果のみである。

◆ 宮崎県の公立小・中学校の学力調査結果の概要

１ 平均正答数

小学校第６学年

教科 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科
年度

〔問題数〕 〔17問〕 〔11問〕 〔19問〕 〔13問〕 〔24問〕

宮 崎 14.0 6.0 14.1 7.4 14.5

Ｈ２４ 全 国 13.9 6.1 13.9 7.7 14.6

全国との差 +0.1 -0.1 +0.2 -0.3 -0.1

中学校第３学年

教科 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科
年度

〔問題数〕 〔32問〕 〔9問〕 〔36問〕 〔15問〕 〔26問〕

宮 崎 23.9 5.9 23.2 7.5 13.7

Ｈ２４ 全 国 24.0 5.7 22.4 7.4 13.3

全国との差 -0.1 +0.2 +0.8 +0.1 +0.4

○ Ａ問題：主として「知識」に関する問題
身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容
実生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・
技能

○ Ｂ問題：主として「活用」に関する問題
知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力などに関わる内容
様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力などに関わる内容



２ 平均正答率の推計値及び平均正答率の９５％信頼区間

調査結果に関する用語説明

○ 本調査は平成２２年度から抽出調査となり、結果についても、「推計値」や「信頼区間」で表さ
れるようになりました。したがって、各都道府県の教科に関する調査については、誤差±１％と
なるように標本抽出が行われているため、推計値についても、誤差±１％程度の精度となってい
ることに留意する必要があります。また、平均正答率の推計値のみをもって、データの分析や比
較等を行うことは、不適当であり、平均正答率の９５％の信頼区間も参考としながら、分析する
ことが重要となります。

○ 平均正答率の推計値とは、抽出調査から得られた結果そのものではなく、その結果をもとに、
本県の児童生徒が全員受けたとした場合の平均を推計した数値のことです。

○ 平均正答率の９５％信頼区間とは、本県の児童生徒が全員受けたとした場合に、９５％の確率
で平均正答率が入ると考えられる区間（範囲）のことです。

◆ 宮崎県の結果の概要

本県の学力の状況を平均正答率の推計値でみると、小学校は、前回までとほぼ同じ傾向で、国
語、算数ともに、知識に関するＡ問題は、全国平均を若干上回っているが、活用に関するＢ問題
については、全国平均を若干下回っている。理科については、今回、初めての実施であるが、全
国平均を若干下回っている。
中学校では、国語の知識に関するＡ問題が全国平均を若干下回っているものの、他の教科・区

分においては、すべて全国平均を若干上回っている。一昨年度（昨年度は東日本大震災により、
調査は実施されていない）は、国語の知識に関するＡ問題と、数学の活用に関するＢ問題が全国
平均を若干下回っていたが、本年度は、数学の活用に関するＢ問題は、全国平均を若干上回って
いる。

※ 過年度の平均正答率については、「宮崎県教育研修センター」のトップページにある、「調査・研
究」の「全国学力・学習状況調査」を参照ください。

小学校第６学年 （目盛りは誤差の値 ％）

教 科 地 域
平均正答率 -3 -2 -1 0 1 2 3

推計値 95%信頼区間

国語Ａ
宮 崎 82.1 81.6 ～ 82.6

全 国 81.6 81.4 ～ 81.7

国語Ｂ
宮 崎 54.5 53.7 ～ 55.4

全 国 55.6 55.4 ～ 55.8

算数Ａ
宮 崎 74.3 73.7 ～ 74.9

全 国 73.3 73.1 ～ 73.5

算数Ｂ
宮 崎 56.6 55.8 ～ 57.4

全 国 58.9 58.7 ～ 59.1

理 科
宮 崎 60.4 59.6 ～ 61.3

全 国 60.9 60.8 ～ 61.1

※全国の推計値を基準

中学校第３学年 （目盛りは誤差の値 ％）

教 科 地 域
平均正答率 -3 -2 -1 0 1 2 3

推計値 95%信頼区間

国語Ａ
宮 崎 74.8 74.2 ～ 75.5

全 国 75.1 75.0 ～ 75.2

国語Ｂ
宮 崎 65.0 64.4 ～ 65.6

全 国 63.3 63.2 ～ 63.4

数学Ａ
宮 崎 64.5 63.7 ～ 65.4

全 国 62.1 62.0 ～ 62.3

数学Ｂ
宮 崎 50.0 48.9 ～ 51.0

全 国 49.3 49.2 ～ 49.5

理 科
宮 崎 52.7 51.9 ～ 53.6

全 国 51.0 50.9 ～ 51.1

※全国の推計値を基準



平成２４年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【２ 小学校国語の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
小学校国語Ａ（１７問） 小学校国語Ｂ（１１問）

※ 棒グラフが宮崎県の平均分布状況、折れ線グラフが全国の分布状況 横軸：正答数、縦軸：児童の割合

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率の推計値、（ ）の中は、全国の平均正答率の推計値、下段は全国平均との差

領 域 国語Ａ 国語Ｂ 問題形式 国語Ａ 国語Ｂ

話すこと 77.5 (79.4) 62.2 (63.0) 選択式 70.6 (72.5) 58.7 (60.1)
・聞くこ
と －1.9 －0.8 －1.9 －1.4

57.1 (57.5) 47.3 (46.8) 短答式 85.7 (84.3) 43.7 (45.0)
書くこと

－0.4 ＋0.5 ＋1.4 －1.3

80.3 (82.1) 53.3 (55.7) 記述式 48.5 (48.5)
読むこと

－1.8 －2.4 0

88.4 (86.3) 55.9 (55.2)
言語事項

＋2.1 ＋0.7

◆ 小学校国語の設問別結果概要（全国平均との比較）

【話すこと・聞くこと】
●（Ａ）話し手の話の内容を聞きながら書いた質問について、その狙いを適切に説明したものを

選択する問題
●（Ａ）収集した情報を関係付けながら話し合い、整理した図の中から共通する内容を取り出し

て書く問題
【書くこと】
○（Ａ）新聞の報道記事のリードに必要な事柄を整理し、一文にまとめて書く問題
○（Ｂ）手紙の後付けに必要な、日付、署名、宛て名のそれぞれの位置を適切に選択する問題
●（Ａ）創作した物語の語り手が寄り添っている人物として適切なものを選択する問題
【読むこと】
●（Ａ）創作した物語の語り手が寄り添っている人物として適切なものを選択する問題
●（Ｂ）編集者の意図を説明したものとして適切なものを選択する問題
●（Ｂ）目的に応じ、複数の記事を結び付けながら読もうとするとき、該当する記事の見出しと

して適切なものを選択する問題
【言語事項】
○（Ａ）小学校第５学年までに学習した漢字を正しく書く問題
○（Ａ）日常生活で使われている慣用句を集め、それらの意味を適切に捉える問題
○（Ａ）学年別漢字配当表に示されている漢字の正しい筆順を適切に捉える問題

○（Ａ）（Ｂ）無解答率が全問題を通じて全国平均より低い。
○（Ａ）短答式の問題の正答率が、全国平均に対してやや高い傾向が見られる。
●（Ａ）（Ｂ）選択式の問題の正答率が、全国平均に対してやや低い傾向が見られる。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの



平成２４年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【３ 小学校算数の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
小学校算数Ａ（１９問） 小学校算数Ｂ（１３問）

※ 棒グラフが宮崎県の平均分布状況、折れ線グラフが全国の分布状況 横軸：正答数、縦軸：児童の割合

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率の推計値、（ ）の中は、全国の平均正答率の推計値、下段は全国平均との差

領 域 算数Ａ 算数Ｂ 問題形式 算数Ａ 算数Ｂ
74.9 (75.0) 51.6 (54.0) 58.2 (58.5) 64.8 (68.0)

数と計算 選択式
－0.1 －2.4 －0.3 －3.2

73.0 (71.7) 59.1 (60.8) 78.6 (77.2) 75.8 (77.1)
量と測定 短答式

＋1.3 －1.7 ＋1.4 －1.3
75.1 (72.6) 63.2 (63.3) 32.4 (35.3)

図形 記述式
＋2.5 －0.1 －2.9

77.9 (74.4) 45.4 (49.5)
数量関係

＋3.5 －4.1

◆ 小学校算数の設問別結果概要（全国平均との比較）

【数と計算】
○（Ａ）除数が整数である場合の分数の除法の計算をする問題
○（Ａ）整数の１／１００を小数で書く問題
●（Ａ）４７０００は１０００が何個集まった数かを書く問題
●（Ｂ）硬貨の種類と枚数を比較し、一方の支払い方の方が、おつりの枚数が少なくなる理由を記述する問題

【量と測定】

●（Ａ）三角形の底辺に対応する高さを選ぶ問題

●（Ｂ）決められた時間までにご飯が出来上がるようにするために、所用時間４０分間を基に、こんろに点火す
る時刻を求める問題

●（Ｂ）はかりの目盛りと一人分の材料と分量を基に、班の人数分のご飯を作るために必要な水の重さの求め方
と答えを書く問題

【図形】
○（Ａ）直方体において、与えられた面に垂直な辺を書く問題

【数量関係】

○（Ａ）加法と乗法の混合した整数の計算をする問題
○（Ａ）直方体の底面の大きさを変えずに、高さを２、３倍・・・にすると、体積はどのように変わるかを選ぶ

問題
○（Ａ）全体の○○％に当たる人数が出ているとき、全体の人数を求める式と答えを書く問題
●（Ｂ）中型の跳び箱を７０㎝の高さにすることができるかどうかを判断し、そのわけを書く問題
●（Ｂ）表から比例の関係を捉え、二つの数量の変化の仕方に対応する式を選択する問題
●（Ｂ）示された表から、適切な数値を取り出して割合の大小を判断し、その理由を書く問題

○（Ａ）（Ｂ）無解答率が全問題を通じて全国平均より低い。
●（Ｂ）選択式、短答式、記述式のいずれの問題の正答率も、全国と比べ低い傾向が見られる。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの



平成２４年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【４ 小学校理科の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
小学校理科（２４問）

※ 棒グラフが宮崎県の平均分布状況、折れ線グラフが全国の分布状況 横軸：正答数、縦軸：児童の割合

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率の推計値、（ ）の中は、全国の平均正答率の推計値、下段は全国平均との差

領 域 問題形式

57.8 (61.4) 62.6 (65.0)
物質 選択式

－3.6 －2.4

62.7 (59.8) 68.6 (63.9)
エネルギー 短答式

＋2.9 ＋4.7

68.4 (68.6) 33.5（34.5）
生命 記述式

－0.2 －1

50.7 (50.6)
地球

＋0.1

◆ 小学校理科の設問別結果概要（全国平均との比較） （知）：主として「知識」に関する問題
（活）：主として「活用」に関する問題

【物質】
●（知）氷砂糖を細かく割ったときの全体の重さについて当てはまるものを選択する問題
●（活）氷砂糖を水に溶かしたときの全体の重さについて当てはまるものを選択する問題
●（活）砂糖水に溶けている氷砂糖の様子について、実験結果から適切な図を選択しそのわけを

書く問題
●（活）梅ジュースに溶けている砂糖の濃さについて、適切に説明しているものを選択する問題
【エネルギー】
○（知）光電池の特性や乾電池のつなぎ方から当てはまるものを選択する問題
○（活）電磁石の強さを変えるための実験条件を書く問題
●（活）車の進行方向と電流の向きとを関係付けて考え、並列つなぎの適切なつなぎ方を選択す

る問題
【生命】
○（知）「おしべの花粉がめしべの先につく」ことを表す言葉を書く問題
●（活）サクラの様子について、データを基に、それぞれ当てはまるものを選択する問題
●（活）サクラが開花する地域について、データを基に、それぞれ当てはまるものを選択する問

題
【地球】
○（知）方位磁石の名称を書く問題
●（活）「かげの観察記録」を基に、木の陰の長さの変化を表したグラフを選択する問題

○ 短答式の問題の正答率が、全国と比べ高い傾向が見られる。
○ 無解答率が全問題を通じて全国平均より低い。
● 選択式、記述式の問題の正答率が、全国と比べやや低い傾向が見られる。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの



平成２４年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【５ 中学校国語の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
中学校国語Ａ（３２問） 中学校国語Ｂ（９問）

※ 棒グラフが宮崎県の平均分布状況、折れ線グラフが全国の分布状況 横軸：正答数、縦軸：児童の割合

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率の推計値、（ ）の中は、全国の平均正答率の推計値、下段は全国平均との差

領 域 国語Ａ 国語Ｂ 問題形式 国語Ａ 国語Ｂ

話すこと 88.7 (87.7) 61.3 (59.9) 74.9 (76.1) 68.7 (67.7)
・ 選択式

聞くこと ＋1.0 ＋1.4 －1.2 ＋1.0

88.7 (88.1) 60.2 (57.4) 74.8(74.1) 84.7 (84.3)
書くこと 短答式

＋0.6 ＋2.8 ＋0.7 ＋0.4

64.6 (65.4) 63.5 (61.5) 52.3 (49.0)
読むこと 記述式

－0.8 ＋2.0 ＋3.3

73.3 (73.7)
言語事項

－0.4

◆ 中学校国語の設問別結果概要（全国平均との比較）

【話すこと・聞くこと】
○（Ｂ）これからどのような言葉の使い方をしたいのかを具体的な言葉の例を挙げて書く問題
【書くこと】
○（Ｂ）祖母向けの説明書の一部を書く問題
○（Ｂ）朗読の仕方の工夫とその理由を書く問題
【読むこと】
○（Ｂ）物語に描かれている季節を選択する問題
●（Ａ）表現の技法の名称を書く問題
●（Ａ）絵表示の内容に加えて気を付けなければならないこととして適切なものを選択する問題
【言語事項】
○（Ａ）話し言葉と書き言葉との違いを理解し、場に応じた話し言葉にする問題
○（Ａ）「諸行むじやう」を漢字で書いたものとして適切なものを選択する問題
●（Ａ）語句の意味を理解し、文脈の中で適切な語句を選択する問題
●（Ａ）語句の意味を理解し、適切な対義語を選択する問題
●（Ａ）漢和辞典の「意味」の中から適切なものを選択する問題

○（Ａ）（Ｂ）無解答率が全問題を通じて全国平均より低い。
○（Ｂ）記述式の問題の正答率が、全国平均に対して高い傾向が見られる。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの



平成２４年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【６ 中学校数学の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
中学校数学Ａ（３６問） 中学校数学Ｂ（１５問）

※ 棒グラフが宮崎県の平均分布状況、折れ線グラフが全国の分布状況 横軸：正答数、縦軸：児童の割合

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率の推計値、（ ）の中は、全国の平均正答率の推計値、下段は全国平均との差

領 域 数学Ａ 数学Ｂ 問題形式 数学Ａ 数学Ｂ

71.3 (67.5) 41.1 (40.9) 60.5 (59.7) 58.0 (58.4)
数と式 選択式

＋3.8 ＋0.2 ＋0.8 －0.4

67.5 (66.7) 59.7 (59.7) 70.2 (65.5) 66.9 (65.4)
図形 短答式

＋0.8 0 ＋4.7 ＋1.5

54.9 (52.1) 41.7 (39.8) 34.4 (34.0)
数量関係 記述式

＋2.8 ＋1.9 ＋0.4

◆ 中学校数学の設問別結果概要（全国平均との比較）

【数と式】 ※（Ａ）（Ｂ）ともに、ほとんどの問題の正答率が全国平均より高い傾向が見られる
○（Ａ）２つの自然数の最小公倍数を求める問題
○（Ａ）指数を含む文字式で文字に数を代入して式の値を求める問題
○（Ａ）簡単な連立二元一次方程式を解く問題
●（Ｂ）連続する３つの自然数の和が３の倍数になることを説明する問題
【図形】
○（Ａ）１回転させると円柱ができる平面図形として正しいものを選択する問題
○（Ａ）正四角錐の体積を求める式として正しいものを選択する問題
○（Ｂ）「木の高さの求め方」から必要な情報を適切に選択し、処理する問題
●（Ａ）与えられた三角形と合同な三角形を選択する問題
●（Ｂ）異なる場合での垂線の作図で、共通して利用されている図形の性質を選択する問題
●（Ｂ）問題解決の方法を数学的に説明する問題
【数量関係】
○（Ａ）一次関数を表した事象を選択する問題
○（Ａ）資料を整理した図から最頻値を読み取る問題
●（Ａ）二元一次方程式の解を座標とする点について、正しい記述を選択する問題
●（Ａ）１枚の硬貨を投げるときの確率について正しい記述を選択する問題

○（Ａ）（Ｂ）無解答率が全問題を通じて全国平均より低い。
○（Ａ）（Ｂ）短答式の問題の正答率が、全国平均と比べやや高い傾向が見られる。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの



平成２４年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【７ 中学校理科の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
中学校理科（２６問）

※ 棒グラフが宮崎県の平均分布状況、折れ線グラフが全国の分布状況 横軸：正答数、縦軸：児童の割合

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率の推計値、（ ）の中は、全国の平均正答率の推計値、下段は全国平均との差

領 域 問題形式
47.4 (45.9) 62.0 (60.3)

物理的 選択式
＋1.5 ＋1.7

57.7 (56.9) 51.4 (49.0)
化学的 短答式

＋0.8 ＋2.4
53.9 (50.7) 32.9（32.1）

生物的 記述式
＋3.2 ＋0.8

53.7 (52.0)
地学的

＋1.7

◆ 中学校理科の設問別結果概要（全国平均との比較） （知）：主として「知識」に関する問題
（活）：主として「活用」に関する問題

【物理的】
○（活）２つの実験における豆電球と発光ダイオードの消費する電力から、白熱電球とLED電球の

省エネ効果を考察し、LED電球の省エネの効果を答える問題
○（知）実験結果から食塩水の中で卵にはたらく浮力の大きさを求める式を書き、浮力の大きさ

を求める問題
【化学的】
○（知）食塩水のようすを、食塩の粒子のモデルで表したものを選択する問題
●（活）実験で、古い卵が浮いたときの気室の位置と、卵のとがっている部分の位置を選択する

問題
【生物的】
○（知）水草の働きの名称と発生する気体の名称を答える問題
○（知）成長して種子になる部分の名称を選択する問題
●（活）追実験を計画するに当たって、実験結果の考察から花が開く温度を予想して設定する温

度を答える問題
【地学的】
○（知）「うすい塩酸をかけ、発生する気体を確かめる」という石灰岩を見分ける技能において、

そのときに発生する気体の名称を答える問題

○ 無解答率が全問題を通じて全国平均より低い。
○ 短答式の問題の正答率が、全国平均と比べやや高い傾向が見られる。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの



平成２４年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【８ 小学校の具体的な問題例 】 学校政策課

【小学校国語】

○ 小学校第５学年までに学習した漢字を、正しく書く問題は全国と比べできている。

Ａ問題

正答率 無答率
宮崎県 87.4% 2.6%

(1) 全 国 83.1% 4.2%

宮崎県 87.0% 0.9%
(2) 全 国 82.8% 1.6%

宮崎県 93.4% 2.2%
(3) 全 国 90.5% 4.2%

● 創作した物語の語り手が寄り添っている人物として適切なものを選択する問題は全国と比べ
課題がある。

Ａ問題

正答率 無答率
宮崎県 67.4% 0.8%
全 国 71.8% 1.4%



● 編集者の意図を説明したものとして適切なものを選択する問題は全国と比べ課題がある。「二」
● 目的に応じ、複数の記事を結び付けながら読もうとするとき、該当する記事の見出しとして
適切なものを選択する問題は全国と比べ課題がある。 「三」

Ｂ問題

↓

正答率 無答率
３

宮崎県 46.2% 2.0%の
二 全 国 51.0% 3.8%

正答率 無答率
３

宮崎県 53.3% 2.4%の
三 全 国 57.6% 4.2%

←



【小学校算数】

○ 直方体において、与えられた面に垂直な辺を書く問題は全国と比べできている。

Ａ問題

正答率 無答率
宮崎県 71.3% 1.4%
全 国 64.8% 2.7%

● 三角形の底辺に対応する高さを選ぶ問題は全国と比べ課題がある。

Ａ問題

正答率 無答率
宮崎県 49.9% 0.7%
全 国 54.6% 1.2%

● 中型の跳び箱を７０㎝の高さにすることができるかどうかを判断し、そのわけを書く問題は
全国と比べ課題がある。

Ｂ問題

正答率 無答率
宮崎県 22.4% 0.9%
全 国 26.8% 1.3%



● はかりの目盛りと一人分の材料と分量を基に、班の人数分のご飯を作るために必要な水の重
さの求め方と答えを書く問題は全国と比べ課題がある。

Ｂ問題

正答率 無答率
宮崎県 28.5% 9.4%
全 国 32.8% 10.9%

● 表から比例の関係を捉え、二つの数量の変化の仕方に対応する式を選択する問題は全国と比
べ課題がある。

Ｂ問題

正答率 無答率
宮崎県 52.1% 5.1%
全 国 60.9% 5.8%



【小学校理科】

○ 「おしべの花粉がめしべの先につく」ことを表す言葉を書く問題は全国と比べできている。

知識

■ 正答 受粉

正答率 無答率
宮崎県 86.6% 5.3%
全 国 77.2% 10.2%

● 氷砂糖を細かく割ったときの全体の重さについて当てはまるものを選択する問題と氷砂糖を
水に溶かしたときの全体の重さについて当てはまるものを選択する問題は全国と比べ課題があ
る。

知識 活用

正答率 無答率 正答率 無答率
宮崎県 79.0% 0.2% 宮崎県 66.1% 0.3%
全 国 85.8% 0.3% 全 国 76.3% 0.4%



● 梅ジュースに溶けている砂糖の濃さについて、適切に説明しているものを選択する問題は全
国と比べ課題がある。

活用

正答率 無答率
宮崎県 60.7% 0.2%
全 国 65.6% 0.6%

● サクラの様子について、データを基に、それぞれ当てはまるものを選択する問題は全国と比
べ課題がある。

活用

正答率 無答率
宮崎県 68.1% 0.4%
全 国 73.0% 0.8%



平成２４年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【９ 中学校の具体的な問題例 】 学校政策課

【中学校国語】

○ 話し言葉と書き言葉との違いを理解し、場に応じた話し言葉にする問題は全国と比べできて
いる。

Ａ問題

正答率 無答率
宮崎県 52.4% 4.4%
全 国 47.1% 7.7%

○ 朗読の仕方の工夫とその理由を書く問題は全国と比べできている。

Ｂ問題

正答率 無答率
宮崎県 63.7% 7.5%
全 国 58.9% 13.6%



● 語句の意味を理解し、文脈の中で適切なものを選択する問題と語句の意味を理解し、適切な
対義語を選択する問題は全国と比べ課題がある。

Ａ問題

正答率 無答率 正答率 無答率
宮崎県 61.8% 0.5% 宮崎県 41.9% 0.4%
全 国 66.3% 0.8% 全 国 46.9% 0.8%

【中学校数学】

○ ２つの自然数の最小公倍数を求める問題は全国と比べできている。

Ａ問題

正答率 無答率
宮崎県 74.0% 1.3%
全 国 67.7% 2.6%

○ 指数を含む文字式で文字に数を代入して式の値を求める問題は全国と比べできている。

Ａ問題

正答率 無答率
宮崎県 76.7% 2.9%
全 国 66.3% 6.0%

○ 資料を整理した図から最終値を読み取る問題は全国と比べできている。

Ａ問題

■正答 ４

正答率 無答率
宮崎県 55.0% 8.9%
全 国 42.4% 16.9%

正
答
は
、
３

た
な
び
く

正
答
は
、
選
択
肢
４



● １枚の硬貨を投げるときの確率について正しい記述を選択する問題は全国と比べ課題がある。

Ａ問題

正答率 無答率
宮崎県 56.4% 0.9%
全 国 64.6% 1.6%

【中学校理科】

○ 成長して種子になる部分の名称を選択する問題は全国と比べできている。

知識

正答率 無答率
宮崎県 81.1% 0.1%
全 国 70.9% 0.4%

○ 「うすい塩酸をかけ、発生する気体を確かめる」という石灰岩を見分ける技能において、そ
のとき発生する気体の名称を答える問題は全国と比べできている。

知識

正答率 無答率
宮崎県 79.0% 5.8%
全 国 73.4% 10.2%



● 実験で、古い卵が浮いたときの気室の位置と、卵のとがっている部分の位置を選択する問題
は全国と比べ課題がある。

活用

正答率 無答率
宮崎県 59.3% 0.9%
全 国 61.4% 1.8%

● 追実験を計画するに当たって、実験結果の考察から花が開く温度を予想して設定する温度を
答える問題は全国と比べ課題がある。

活用

正答率 無答率
宮崎県 31.3% 5.6%
全 国 33.9% 8.3%



平成２４年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【１０ 児童の学習状況の概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県が全国平均を上回る主な質問について
児童質問紙について本県と全国の状況を比較し、肯定的な回答（「当てはまる」、「どちらかとい

えば当てはまる」）をした児童の割合が、全国平均を上回る主な質問を示してあります。
【 小 学 校 】

質問 分
番号 類

内 容 宮崎 全国 全国との差

7 生 早起きである（午前６時３０分より前） 58.3 38.9 19.4
活

11 面 普通の日の１日当たりの、テレビゲームの時間（１時間以下） 60.5 52.6 7.9

14 学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日あたり２時間以上勉強をする 35.2 25.6 9.6

16 学習塾（家庭教師を含む）に通っていない 64.4 52.4 12.0

18
本を読んだり、借りたりするために，学校図書館・室や地域の図

25.6 17.8 7.8書館へ週１回以上行く

23 家で自分で計画を立てて勉強をしている 66.2 58.0 8.2

25 学 家で学校の授業の予習をしている 53.2 40.5 12.7

26 家で学校の復習をしている 78.8 50.2 28.6

56 算数の勉強は好き 74.4 64.9 9.5
習

60
算数の問題の解き方が分からないときは、、あきらめずにいろ

84.5 79.1 5.4いろな方法を考える

61 算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考える 74.3 66.1 8.2
面

67 理科の勉強は好き 88.5 81.5 7.0

72 理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考える 71.0 61.9 9.1

75
理科の授業で、自分の考えをまわりの人に説明したり発表した

55.8 46.7 9.1りしている

77 理科の授業で、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てている 77.8 70.1 7.7

79 理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方がまちがっていないかを
75.0 65.2 9.8ふり返って考えている

5 自分には、よいところがあると思う 82.5 76.8 5.7

29 今住んでいる地域の行事に参加している 70.4 63.2 7.2

◆ 児童質問紙の結果概要（全国平均との比較）

○ 全体的にどの質問に対しても肯定的に答えている児童の割合が高い。

○ ３教科ともに、その教科が「好き」と回答している児童の割合が高い。

○ 学習したことを「普段の生活の中で活用できないか考える」児童の割合が高い。

○ 理科の学習で問題解決的な学習が身につきつつある児童の割合が高い。

○ ３教科のうち、算数や理科について肯定的な回答をしている児童の割合が高い。

● 学校図書館・室や地域の図書館の利用は全国と比較すると割合は高くなっているが、今後も

引き続き指導の必要がある。

● 原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことは難しいと回答している児童の割合は、全国

と比較して高い傾向がある。

意

識

・

経

験



平成２４年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【１１ 生徒の学習状況の概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県が全国平均を上回る主な質問について
生徒質問紙について本県と全国の状況を比較し、肯定的な回答（「当てはまる」、「どちらかとい

えば当てはまる」）をした生徒の割合が、全国平均を上回る主な質問を示してあります。
【 中 学 校 】

質問 分
番号 類

内 容 宮崎 全国 全国との差

7 早起きである（午前６時３０分より前） 52.3 37.5 14.8
生

11 普通の日の１日当たりの、テレビゲームの時間（１時間以下） 66.8 58.7 8.1
活

13 携帯電話をもっていない 54.8 38.5 16.3
面

34 近所の人にあったときは、あいさつをしている 94.0 87.3 6.7

14 学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日あたり２時間以上勉強をする 43.7 35.3 8.4

23 家で自分で計画を立てて勉強をしている 49.9 42.9 7.0

24 家で学校の宿題をしている 95.3 85.7 9.6

26 家で学校の復習をしている 75.2 45.5 29.7
学

39 「総合的な学習の時間」の授業で学習したことは、普段の生活や社会に出たときに役に立つと思う 81.6 73.4 8.2

42 普段の授業では、生徒の間で話し合う活動をよく行っている 67.9 60.9 7.0
習

55
解答を文章で書く国語の問題について、最後まで解答を書こう 79.4 70.6 8.8
と努力している

60 面 数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろい 71.7 66.0 5.7
ろな方法を考える

62 数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う 79.6 71.8 7.8

76 理科で観察や実験を行うことは好きだ 85.2 76.0 9.2

77 理科の授業で、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てている 54.7 46.4 8.3

78 理科の授業で、観察や実験の結果をもとに考察している 62.8 56.5 6.3

5 自分には、よいところがあると思う 73.4 68.2 5.2

6 将来の夢や目標を持っている 78.1 73.2 4.9

31 年上や年下の友達と一緒に遊んだり、勉強したりすることがある 48.8 43.5 5.3

◆ 生徒質問紙の結果概要（全国平均との比較）

○ 全体的にどの質問に対しても肯定的に答えている生徒の割合が高い
○ 「早起である」と肯定的に回答している生徒の割合が高い。
○ 「携帯電話をもっていない」生徒の割合が高い。
○ ３教科ともに、その教科が「好き」と回答している生徒の割合が高い。
○ ３教科のうち、数学や理科について肯定的な回答をしている生徒の割合が高い。
● 普段の授業で、本やインターネットを使って、グループで調べる活動をよく行っていると感
じている生徒の割合が低い。

● 「国語Ｂ」、「数学Ｂ」の「解答時間」について「足りない」と回答している生徒の割合が高
い。

● 「家で学校の復習をしている」と肯定的に回答している生徒の割合は、全国と比較して高い
傾向が見られるが、「家で学校の予習をしている」と肯定的な回答をしている生徒の割合は低い
傾向が見られた。
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